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１． 環境設定 

1-1. 動作環境 

C-Style は WinXP,Win7,Win8,Win10のＯＳが稼動するパソコンで動作します。 

メモリーは１２８ＭＢ以上実装されていれば動作します。 

インストールすると約２００ＭＢの容量を必要とします。 

ＵＳＢポート１個を使用します。 

 

C-Style では μCORE と通信する為にマイクロＵＳＢケーブルが必要です。 

ＵＳＢポートを使用しますので別途ドライバのインストールを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

1-2. ＵＳＢドライバのインストール 

弊社ホームページからダウンロードしたインストールファイルは圧縮されていますが、ダブル

クリックで自動的に解凍され“CStyle_uCVyymmdd”のフォルダが作成されますのでそのフォル

ダ内の“CStyleSetup.exe”を実行して下さい。 

インストールメニューが表示されますので、「Driver Install」ボタンをクリックしてＵＳＢ

ドライバのインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意！！ 
ＵＳＢドライバをインストールせずに 
パソコンとμＣＯＲＥを接続しないで下さい。 
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ＵＳＢドライバーインストールの開始 

 

① ドライバのインストール開始の

確認ダイアログが表示されまし

たら、「はい」をクリックして、

ドライバーインストールウィザ

ードの起動を待ちます。 

 

② この画面が表示されましたら、

「次へ」のボタンをクリックし

ます 

注意：クリックしても画面がすぐに

変化せずに、しばらくこの画面のま

まですので、そのまま待ちます。 

 

③ ドライバのインストール作業が

済めば、この画面を表示します

ので、「完了」のボタンをクリッ

クしてドライバのインストール

は終了です。 

 

④ 次にＵＳＢケーブルをパソコン

と μCORE 間に接続します。 

 

⑤ デバイスマネージャーを起動

して接続したＵＳＢケーブル

のＣＯＭ番号を確認します。 

μCORE に実装されているＵＳ

Ｂドライバチップは Prolific

社製ですので、その名称がつい

たＣＯＭ番号を確認して下さ

い。この番号が C-Style の通信

設定で指定する接続ポートの

ＣＯＭ番号となります。 

 

 

 

ここをクリックして接続ポートの一覧を

表示させます。 

Prolific 社製ドライバの名称を探します。 

C-Style の通信設定で指定する

COM 番号はこれです。 
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1-3. C-Style のインストール 

 

C-Style のインストールは「C-Style Install」ボタンをクリックしてインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールウィザードの画面の指示に従って、順次「次へ」のボタンをクリックしていくだ

けでインストールは完了し、元のインストールメニュー画面に戻ります。 

 

「Close」ボタンをクリックすると、インストールメニューは終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の C-Style は、「最新版をダウンロードする場合はここクリック」のボタン

をクリックしますと http://www.daisendenshi.com/download/ からダウンロード

することが出来ます。 

http://www.daisendenshi.com/download/
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1-4. 初回起動時の言語選択 

 

 

C-Style をインストール後の初回起動時に 

日本語表示か英語表示かの選択画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらかを選択して「OK」ボタンで C-Style は 

起動します。 

 

 

 

 

起動後に言語表示を変更したい場合は、オプションメニューで変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語表示で起動 

英語表示で起動 
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1-5. 起動時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■システムメニュー 

タイトルバー下の「ファイル」「プロジェクト」「ウィンド」「オプション」「 Help 」のメニュ

ーのことをシステムメニューと呼びます。 

「ファイル」は、C-Style プログラムを開く、保存、印刷、終了などの操作を行います。 

「プロジェクト」は、ビルド、ダウンロード、通信設定、ビルドパスの設定を行います。 

「ウィンド」は、サブプログラムを複数開いた場合に、ウィンドの表示スタイルを選択します。 

「オプション」は、センサ モニタ、操作環境の設定、特殊ボタンの表示設定、言語表示の切換

などオプション機能の設定を行います。 

「 Help 」は、本アプリケーション、ファームウェア等のバージョンを表示します。また最新

版の C-Style のダウンロードサイトへのリンクボタンもあります。 

■スピードボタン 

システムニューの内、通常よく使うメニューをボタンに配置しています。システムメニューか

ら操作しても同じ機能となります。 

プログラムボタンリスト 

システムメニュー 

スピードボタン 

C-Style のバージョン（出荷時期によって異なります） 

C-Style プログラムの保存先 

 

プログラム編集領域 
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1-6. 通信設定 

μCORE が正常に動作する場合は、ダウンロード時に自動で通信設定を行いますので、通常こ

こで説明する作業を行う必要はありません。 

通信設定は、ダウンロードを失敗して μCORE と通信が出来なくなった場合や通信ポートが

不明になってしまった場合などに行います。 

 

① USBシリアルケーブルをパソコンの USBコネクタに挿入します。 

② PC のデバイスマネージャーを起動して「ポート(COM と LPT)」の項目をクリックします。 

 
 

③ 画面例のように、“Prolific USB-to-Serial Comm Port(COMxx)”見つけて表示されている

COM番号を確認します。（PCには複数個の USBコネクタがあるので、挿入する場所によっ

て COM番号は異なります。） 

④ C-Style のシステムメニュー「プロジェクト」を選択して「通信設定」をクリックします。 

⑤ 通信設定のダイアログが表示されましたら、接続ポートのプルダウンメニューをクリック

して③で確認した COM番号を指定して「設定」ボタンをクリックして終了です。 

通信設定の内容は記憶されますので、毎回行う必要はありません。 

 

 

ここをクリックして接続ポートの一覧を表示させます。 

Prolific 社製ドライバの名称を探します。 

C-Style の通信設定で指定する COM 番号はこれです。 
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デバイスマネージャーで確認した COM番号を C-Style の通信設定で設定する手順 

 

 

① システムメニューの 

「プロジェクト」をクリック 

 

② 通信設定ダイアログを表示 

 

 

 

 

③ COM 番号を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

COM1～COM99を指定する 

場合は「接続ポート」をクリック 

して COM番号のリストを更新して選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「設定」ボタンをクリックして終了 
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1-7. ビルド時に行うプログラムの保存モード 

 プログラムの編集後、保存せずにビルドボタンをクリックした場合、プログラムの保存処理を

選択する機能があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① プログラムの上書き保存を自動的に行う 

② プログラムの上書き保存を確認する 

③ プログラム名に履歴情報を付けて個別に保存する 

の内から選択設定します。 

 

初期値は、「プログラムの上書き保存を確認する」のモードになっていますので、ビルド毎に上

書き保存の確認ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認ダイアログで「 OK 」を選択すると上書き保存されビルド画面に移ります。 

確認ダイアログで「 Cancel 」を選択すると、ビルド画面には移りません。（保存ボタンでプロ

グラムを保存すると、確認ダイアログは表示されずにビルド画面に移ります。） 

 

確認ダイアログで保存モードを変更する場合は、該当するモードを選択後、「更新」ボタンをク

リックすると変更出来ます。その後「 OK 」ボタンをクリックすると変更されたモードでファ

イルは処理され、ビルド画面へと移ります。 
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「プログラムの上書き保存を自動的に行う」の設定をするとビルドボタンをクリックすると瞬時

に上書き保存してビルド画面の表示となります。 

 

「プログラム名に履歴情報を付けて個別に保存する」の設定をすると、日付情報が付加されたフ

ァイル名で保存されビルド毎にファイルが増えていきます。 

最初に保存したファイル “NewFile-00.Csy” 

２回目にビルドしたファイル “NewFile-00_#001-150619-190316.Csy” 

３回目にビルドしたファイル “NewFile-00_#002-150619-190455.Csy” 

 

履歴情報付きファイル名のフォーマット “FileName_#nnn-yymmdd-hhmmss.Csy” 

FileName：最初の保存時に命名したファイル名（任意） 

_#nnn：ビルドの回数（001～999） 

yymmdd：年月日 

hhmmss：時分秒 
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２． μCOREの動作確認 

 

2-1. センサ モニタ 

μCORE に接続されているセンサが、正しく動作しているか調べることが出来ます。 

 

① パソコンと μCORE を通信ケーブルで接続します。 

② 「センサ モニタ」のボタンをクリックしてセンサモニタのダイアログを表示させます。 

 

センサ モニタ画面（この時点では、まだセンサの値は表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 画面下の「モニタ 開始」ボタンをクリックするとチャイム音が鳴り、センサ モニタの稼働

が始まります。 
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センサ モニタの稼動中の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサの値は％表示と A/D コンバータ値（0～4095）の２つを表示しています。 

0～4095の値は、変数に代入して条件判断を行う場合に利用します。 

概ね％の値の４０．９倍が変数への代入値となりますが、正確には次の計算例となります。 

例：３０％を変数に代入する場合の計算式 

４０９５×３０÷１００＝１２２８．５ 変数への代入値は１２２８または１２２９とします。 

 

④ 出力専用の「OUT」ボタンをクリックすると HIGH・LOWと接続先ポートを制御出来ます。 

⑤ センサ モニタを終了するには、「閉じる」ボタンをクリックします。 
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３． μCOREを動作させるまでの手順 

手順の概要 

「プログラムの編集」→「プログラムの保存」→「ビルド」→「ダウンロード」→「動作確認」 

緑色ＬＥＤを１秒間点灯させてから消灯するという簡単なプログラムを例題にして、ビルドから

ダウンロードまでの手順を説明します。 

 

3-1. 新規作成（起動時の画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムボタンリストから目的のボタンをクリックしてからプログラム編集領域でもう一度

クリックすると目的のプログラムボタンが配置されます。 

 

C-Style でのマウス操作はワンクリック行えるように設計されています。（ドラック操作は殆どあ

りません） 

 

プログラム編集領域 

プログラムボタンリスト 
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3-2. プログラムの編集 

■ＬＥＤ制御ボタンを置く 

 

① プログラムボタンリストの    をマウスでク

リックします。このボタンはＬＥＤの色や点灯を制

御するボタンです。 

② プログラム編集領域で、再びマウスをクリックしま

すと、プログラム編集領域の１行目にボタンが配置

され、ＬＥＤ制御のダイアログが表示されます。 

③ 表示されたダイアログで緑色ＬＥＤをクリックし

点灯設定(on)の表示にして「OK」ボタンをクリック

します。 

 

 

■ウェイトタイマーのボタンを置く 

 

① プログラムボタンリストの   をクリックして

選択します。このボタンは指定した時間だけここで

待つというボタンです。 

② プログラム編集領域で１行目のボタンの下で再び

クリックしますと、ウェイトボタンが２行目に配置

され、時間待ち設定ダイアログが表示されます。 

③ すでに１．０秒の表示となっていますので、何も変

更せずに、「OK」ボタンをクリックします。 

 

■再びＬＥＤ制御ボタンを置く 

 

① プログラムボタンリストから再びＬＥＤ制御ボタ

ン    を選んで、２行目の時間待ちボタンの下

側でクリックします。 

② 表示されたダイアログの緑色ＬＥＤをクリックし

消灯設定(off)の表示にして「OK」ボタンをクリッ

クします。 
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3-3. プログラムの完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで緑色ＬＥＤが点灯して 1秒後に消灯するという、簡単なプログラムが完成しました。 

次のステップは、完成したプログラムをビルドします。 

 

ビルドボタンをクリックすると新規作成からプログラムを編集しましたので、新規プログラムを

保存する為にプログラム名と保存の場所を指定するダイアログが表示されます。ビルドボタンを

クリックした場合は、プログラムの保存後、ビルド実行とダウンロード開始が連続して操作でき

る仕組みになっています。 

 

ビルドの前に、保存のボタンをクリックした場合は、ダウンロードまでの連続操作はしません。

（保存の後にビルドボタンをクリックしますとダウンロードまでの操作は連続します。） 
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3-4. プログラムの保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 保存ボタンをクリックするとプログラム名と保存する場所を入力するダイアログが現れます。 

新規作成の場合で、ビルドボタンをクリックした時も、この画面が現れます。 

 

② 保存する場所は、任意の場所でかまいません。画面の例では、C-Style をインストールしたフ

ォルダの内に「User_uC」というフォルダが作成され、そこに保存しようとしているところで

す。 この「User_uC」フォルダ内にある「Sample」フォルダには各種サンプルプログラムが

収納されていますので、参考にして下さい。 

 

③ 保存するファイル名も任意の文字でかまいませんが、記号文字で、“￥”、“＆”、“％”、“／”

などの半角文字は使用できません。 

 

④ 保存しようとするフォルダ内に同名の名前がある場合は、保存ボタンをクリックした時に、

上書きしてもよいかの確認があります。「はい」をクリックすると上書き保存されます。「い

いえ」でファイル名の入力に戻ります。 

新規作成の場合の“NewFile-00.Csy”ファイル名が自動的に表示されます。練習の場合は、

このまま保存してもかまいませんが、自分が作成した重要なファイルは、間違って上書きし

ないようにプログラム内容にふさわしいファイル名をつけて下さい。 
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3-5. プログラムのビルド 

画面上部の「ビルド」ボタンをクリックするとビルド画面が表示されます。 

プログラムを保存しないで「ビルド」ボタンをクリックした時は、プログラムの保存後にビルド

画面が自動的に現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ビルド画面が表示されたら、左上の「ビルド実行」ボタンをクリックします。 

② ビルドが実行されると、C-Style プログラムが本来のＣ言語プログラムに展開せれ、さらに 

μCORE に搭載されているコンピュータが理解できるマシン語に翻訳されます。 

③ ビルドが成功しましたら「ビルド完了」の確認ダイアログが表示されますので、この時点で

μCORE とパソコンとを通信ケーブルで接続しておいて下さい。 

④ 最後に「ＯＫ」ボタンをクリックするとダウンロード画面になります。 
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3-6. プログラムのダウンロード 

ビルド完了の「ＯＫ」ボタンをクリックするとダウンロード画面を表示します。 

① この画面が現れたら「開始」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

もしケーブルが未接続の場合は確認ダイアログが

表示されます。 

画面の指示通りに操作をして「はい」ボタンをクリ

ックしますと①の画面になります。 

 

何もせずに「はい」ボタンをクリックする

とダウンロード続行の確認ダイアログが表

示されます。 

「いいえ」をクリックするとダウンロードが

中止されます。ビルドからやり直して下さい。 

「はい」をクリックすると強制的にダウンロード画面を表示しますので、ケーブルを

接続してから「開始」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

② 「開始」ボタンをクリックするとダウンロードが始まります。 

 

 

 

 

 

 

ダウンロード中にケーブルや μCORE を動かすと、ダウンロード失敗となる場合がありますので

触らないようにしましょう。 
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3-7. ダウンロード完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ダウンロードが完了したら確認のダイアログが表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリック

します。接続していたケーブルを外して、μCORE がうまく動作するか確認しましょう。 

② 緑色ＬＥＤの点滅を確認してから、スタートボタンを押すと μCORE は動作を開始します。 

③ プログラムが停止（緑色ＬＥＤが点滅状態）してからもう一度スタートボタンを押すと②の

動作をもう一度行います。 

 

 

以上、μCORE を動作させるのに C-Style を使うと、たいへん簡単に行えることが体験できたと思

います。 

C-Style を使って、少しずつ複雑な動きをするプログラムを作成して μCORE を自分の思い通りに

操って下さい。 
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４．オプションメニュー 

システムのオプションメニューにはさまざま機能の設定を行うメニューがまとめられています。 

 

「センサ モニタ」はスピードボタン

にある「センサ モニタ」と同一の機

能です。 

「グリッドを表示」は C-Style 編集画

面上に縦のグリッド線を表示して字

下げを見易くする機能です。 

「削除を確認」は C-Style ボタンを削

除しようとした時の確認の有無を決

める機能です。 

 

4-1. プログラムボタンリストを右表示 

C-Style のプログラムボタンリストを従来の右側にレイアウトする機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右側表示 

 

左側表示（初期値） 
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4-2. C-Code の表示・非表示 

C-Style 編集中に C-Code を画面右側に表示する機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-Code 表示は C-Style ボタンが C-Code に置き換わる様子を表示するだけで C-Code の編集はここ

では行えません。 
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4-3. I/O Setup 画面を表示（入出力設定） 

画面右側の     ボタンをクリックすると μCORE の入出力設定やオプションパーツを設定

する I/O Setup画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〒556-0005 大阪市浪速区日本橋 4丁目 9-24 

TEL 06-6631-5553  (FAX 06-6631-6886) 

URL http://www.daisendenshi.com 

Email ddk@daisendenshi.com 


	uCORE_導入編2019C.pdf
	uCORE_C-Style_startup_190705C.pdf
	uCORE C-Style 導入編 190705.pdf


